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SH7216グループ 
MTU2（コンペアマッチ）要因による DTC起動データ転送例 

要旨 
本アプリケーションノートは、SH7216のMTU2を起動要因とした DTCによるデータ転送例をまとめたも
のです。MTU2のコンペアマッチを要因として、DTCを起動させ、内蔵フラッシュメモリ（ROM）から内蔵
RAMへのデータ転送を行います。 

なお、本アプリケーションノートに掲載されているタスク例およびアプリケーション例は確認済みですが、
実際にご使用になる場合には、必ず動作環境を確認の上ご使用くださいますようにお願いします。 

動作確認デバイス 
SH7216 
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1. はじめに 

1.1 仕様 
• MTU2チャネル 0のコンペアマッチを要因として、DTCを起動します。 
• DTCは、内蔵フラッシュメモリ（ROM）から内蔵 RAMへのデータ転送を行います。 
• 転送モードはノーマル転送モードを使用します。 
• 転送データサイズはロングワードで 64回（256バイト）転送を行います。 
 

1.2 使用機能 
• マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2）チャネル 0 
• データトランスファコントローラ（DTC） 
 

1.3 適用条件 
 
マイコン SH7216 
動作周波数 内部クロック： 200 MHz 

バスクロック：  50 MHz 
周辺クロック：  50 MHz 

統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 
High-performance Embedded Workshop Ver.4.06.00 

Cコンパイラ ルネサス エレクトロニクス製 SuperH RISC engineファミリ 
C/C++ コンパイラパッケージ Ver.9.03.00 Release 00 

コンパイルオプション High-performance Embedded Workshop でのデフォルト設定 
(-cpu=sh2afpu –pic=1 –object="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" 
-debug -gbr=auto –chgincpath –errorpath -global_volatile=0 
-opt_range=all -infinite_loop=0 -del_vacant_loop=0 
-struct_alloc=1 -nologo) 
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2. 応用例の説明 
本応用例では、MTU2（チャネル 0）のコンペアマッチを要因として、DTCを起動させ、内蔵フラッシュ
メモリ（ROM）から内蔵 RAMへのデータ転送を行います。 

2.1 使用機能の動作概要 

2.1.1 マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2） 
マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2）は、6チャネルの 16ビットタイマにより構成さ
れている多機能なタイマユニットです。チャネルごとに、コンペアマッチ機能やインプットキャプチャ機能
などの設定が可能です。チャネル 0～4は、コンペアマッチによる波形出力、インプットキャプチャ機能、カ
ウンタクリア動作、複数のタイマカウンタ（TCNT）への同時書き込み、コンペアマッチ／インプットキャ
プチャによる同時クリア、カウンタの同期動作による各レジスタの同期入出力、同期動作と組み合わせるこ
とによる最大 12相の PWM出力が設定可能です。 

MTU2についての詳細は、「SH7216グループハードウェアマニュアル」の「マルチファンクションタイマ
パルスユニット 2」の章を参照してください。 

表 1にマルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2）の概要を示します。また、図 1にMTU2
のブロック図を示します。 

 
表 1 MTU2の概要 

項目 概要 
チャネル数 16ビットタイマ×6チャネル（チャネル 0から 5） 
カウンタクロック チャネルごとに 8種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

（チャネル 5は 4種類） 
チャネル 0～5の動作 • コンペアマッチによる波形出力、インプットキャプチャ機能、カウンタクリ

ア動作、複数のタイマカウンタ（TCNT）への同時書き込み、コンペアマッ
チ／インプットキャプチャによる同時クリア 

• カウンタの同期動作による各レジスタの同期入出力、同期動作と組み合わせ
ることによる最大 12相の PWM 出力 

A/D変換器トリガ • A/D変換器の変換スタートトリガを生成可能 
• 相補 PWMモード時、カウンタの山／谷での割り込み、および A/D変換器の
変換スタートトリガを間引くことが可能 

バッファ動作 • チャネル 0、3、4はレジスタのバッファ動作が設定可能 
動作モード • チャネル 0から 4は、PWMモードの設定可能 

• チャネル 1、2はそれぞれ独立に位相計数モードを設定可能 
• チャネル 3、4の連動動作により、相補 PWMモード、リセット同期 PWM 
モードによる三相のポジ、ネガ計 6本の PWM波形出力の設定可能 

割り込み要求 • 28種類の割り込み要因 
（コンペアマッチ、インプットキャプチャ割り込みなど） 

その他 • カスケード接続動作 
• 内部 16ビットバスによる高速アクセス 
• レジスタデータの自動転送が可能 
• モジュールスタンバイモードの設定可能 
• チャネル 5により、デッドタイム補償用カウンタ機能が可能 
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［A/D変換開始要求信号］
チャネル0～4：TRGAN
チャネル0   ：TRG0N
チャネル4   ：TRG4AN

    TRG4BN

周辺バス

チャネル5：TGIU_5
  ：TGIV_5
  ：TGIW_5

［割り込み要求信号］

チャネル3：TGIA_3
  TGIB_3
  TGIC_3
  TGID_3
  TCIV_3

チャネル4：TGIA_4
  TGIB_4
  TGIC_4
  TGID_4
  TCIV_4

［入出力端子］

チャネル3：TIOC3A
         TIOC3B
         TIOC3C
         TIOC3D

チャネル4：TIOC4A
         TIOC4B
         TIOC4C
         TIOC4D

［入力端子］

チャネル5：TIC5U
         TIC5V
         TIC5W

［クロック入力］

内部クロック：Pφ/1
Pφ/4
Pφ/16
Pφ/64
Pφ/258
Pφ/1024

外部クロック：tclkA
tclkB
tclkC
tclkD

［入出力端子］

チャネル0：TIOC0A
  TIOC0B
  TIOC0C
  TIOC0D

チャネル1：TIOC1A
  TIOC1B

チャネル2：TIOC2A
  TIOC2B
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【記号説明】

TSTR ：タイマスタートレジスタ

TSYR ：タイマシンクロレジスタ

TCR ：タイマコントロールレジスタ

TMDR ：タイマモードレジスタ

TIOR ：タイマI/Oコントロールレジスタ
TIORH ：タイマI/OコントロールレジスタH
TIORL ：タイマI/OコントロールレジスタL
TIER ：タイマインタラプトイネーブルレジスタ

TGCR ：タイマゲートコントロールレジスタ

TOER ：タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ

TOCR ：タイマアウトプットコントロールレジスタ

TSR ：タイマステータスレジスタ

TCNT ：タイマカウンタ

TCNTS：タイマサブカウンタ

TCDR ：タイマ周期データレジスタ

TCBR ：タイマ周期バッファレジスタ

TDDR ：タイマデッドタイムデータレジスタ

TGRA ：タイマジェネラルレジスタA
TGRB ：タイマジェネラルレジスタB
TGRC ：タイマジェネラルレジスタC
TGRD ：タイマジェネラルレジスタD
TGRE ：タイマジェネラルレジスタE
TGRF ：タイマジェネラルレジスタF
TGRU ：タイマジェネラルレジスタU
TGRV ：タイマジェネラルレジスタV
TGRW ：タイマジェネラルレジスタW
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［割り込み要求信号］

チャネル0   ：TGIA_0
：TGIB_0
：TGIC_0
：TGID_0
：TGIE_0
：TGIF_0
：TCIV_0

チャネル1   ：TGIA_1
：TGIB_1
：TCIV_1
：TCIU_1

チャネル2   ：TGIA_2
：TGIB_2
：TCIV_2
：TCIU_2

チ
ャ
ネ
ル

5

 

図 1 MTU2のブロック図 
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2.1.2 データトランスファコントローラ（DTC） 
ノーマル転送モード、リピート転送モード、ブロック転送モードの 3種類あり、転送情報をデータ領域に
格納することで、任意のチャネル数のデータ転送を行うことができます。DTCが起動すると、データ領域か
ら転送情報をリードしてデータ転送を行い、データ転送後の転送情報をライトバックします。 

転送情報は、データ領域上に配置します。 

DTCについての詳細は、「SH7216グループ ハードウェアマニュアル（rjj09b0575）データトランスファ
コントローラ」の章を参照ください。 

表 2に DTCの概要を、図 3に DTCのブロック図を示します。 

 
表 2 DTCの概要 

項目 概要 
転送モード ノーマル転送モード、リピート転送モード、ブロック転送モード 
転送回数 ノーマル転送モード：1～65536回 

リピート転送モード：1～256回 
ブロック転送モード：1～65536回 

データサイズ バイト、ワード、ロングワードに設定可能 
CPU 割り込み要求 一回のデータ転送終了後、CPUに対して割り込み要求可能 

指定したデータ転送終了後、CPUに対して割り込み要求可能 
起動要因 外部端子、A/D、CMT、USB、MTU2、MTU2S、IIC3、SSU、SCI、SCIF 
その他 チェイン転送（一つの起動要因に対して複数のデータ転送）可能 

転送情報のリードスキップモードを設定可能 
モジュールストップモードを設定可能 
ショートアドレスモードを設定可能 
バス権開放タイミングを 3種類から選択可能 
DTC起動時の優先順位を 2種類から選択可能 
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【記号説明】

MRA、MRB ：DTCモードレジスタA、B
SAR ：DTCソースアドレスレジスタ
DAR ：DTCデスティネーションアドレスレジスタ
CRA、CRB ：DTC転送カウントレジスタA、B
DTCERA～DTCERE ：DTCイネーブルレジスタA～E
DTCCR ：DTCコントロールレジスタ
DTCVBR ：DTCベクタベースレジスタ

起動制御

 

図 2 DTCブロック図 
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(a) DTC転送情報の配置 
転送情報は、データ領域上に配置します。転送情報の先頭アドレスは、4n番地としてください。4n番地以
外を指定した場合、下位 2ビットを無視してアクセスします（[1:0]＝B'00）。データ領域上での転送情報の
配置を図 3に示します。すべての DTC転送の転送元／転送先が内蔵 RAMと内蔵周辺モジュールである場合
に限り、バス機能拡張レジスタ*1（BSCEHR）の DTSAビットを 1にセットすることでショートアドレスモー
ドを選択することができます。 

通常、転送情報リードに 4ロングワード必要ですが、ショートアドレスモードを選択することで転送情報
リードを 3ロングワードに省略でき、DTC起動時間を短縮することができます。 

【注】 1. 「SH7216グループ ハードウェアマニュアル（rjj09b0575）バスステートコントローラ」の「9.4.8 
バス機能拡張レジスタ（BSCEHR）」を参照ください。 
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【注】　ただし、SAR、DARの上位8ビットを"1"固定とみなすため、
内蔵周辺モジュールと内蔵RAMの転送時のみに設定可能です。

下位アドレス

 

図 3 データ領域上での転送情報の配置 
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(b) DTCベクタテーブルの配置 
• DTCベクタテーブルを RAM上に配置するため、DTCベクタベースアドレスレジスタ（DTCVBR）にベ
クタベースとなるアドレスを設定します。 

• DTCベクタアドレスオフセットのアドレス先に転送情報の先頭アドレスを格納します。 
DTCは、起動要因別にベクタテーブルから転送情報の先頭アドレスをリードし、この先頭アドレスから
転送情報をリードします。DTCは、起動要因別にベクタテーブルから転送情報の先頭アドレスをリード
し、この先頭アドレスから転送情報をリードします。 

 
図 4に DTCベクタテーブルと転送情報の対応を示します。 

また、表 3に割り込み要因と DTCベクタアドレスおよび対応する DTCEを示します。 

 

4バイト

転送情報（n）
先頭アドレス

転送情報（2）
先頭アドレス

転送情報（1）
先頭アドレス

ベクタテーブル

+ 4n

+ 4

DTCベクタ
アドレス

上位：DTCVBR
下位：H'400 + ベクタ番号 × 4

転送情報（1）

転送情報（2）

転送情報（n）

 

図 4 DTCベクタテーブルと転送情報の対応 
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表 3 割り込み要因と DTCベクタアドレスおよび対応する DTCE 

起動要因発生元 起動要因 ベクタ番号 DTCベクタアドレス 
オフセット 

DTCE*1 

IRQ0 64 H’00000500 DTCERA15 
IRQ1 65 H’00000504 DTCERA14 
IRQ2 66 H’00000508 DTCERA13 
IRQ3 67 H’0000050C DTCERA12 
IRQ4 68 H’00000510 DTCERA11 
IRQ5 69 H’00000514 DTCERA10 
IRQ6 70 H’00000518 DTCERA9 

外部端子 

IRQ7 71 H’0000051C DTCERA8 
ADI0 92 H’00000570 DTCERA7 A/D 
ADI1 96 H’00000580 DTCERA6 

RCAN-ET RM0_0 106 H’000005A8 DTCERA4 
CMI0 140 H’00000630 DTCERA3 CMT 
CMI1 144 H’00000640 DTCERA2 
USBRXI1 150 H’00000658 DTCERE7 
USBTXI1 151 H’0000065C DTCERE6 
USBRXI0 154 H’00000668 DTCERA1 

USB 

USBTXI0 155 H’0000066C DTCERA0 
TGIA_0 156 H’00000670 DTCERB15 
TGIB_0 157 H’00000674 DTCERB14 
TGIC_0 158 H’00000678 DTCERB13 

MTU2_CH0 

TGID_0 158 H’0000067C DTCERB12 
TGIA_1 164 H’00000690 DTCERB11 MTU2_CH1 
TGIB_1 165 H’00000694 DTCERB10 
TGIA_2 172 H’000006B0 DTCERB9 MTU2_CH2 
TGIB_2 173 H’000006B4 DTCERB8 
TGIA_3 180 H’000006D0 DTCERB7 
TGIB_3 181 H’000006D4 DTCERB6 
TGIC_3 182 H’000006D8 DTCERB5 

MTU2_CH3 

TGID_3 183 H’000006DC DTCERB4 
TGIA_4 188 H’000006F0 DTCERB3 
TGIB_4 189 H’000006F4 DTCERB2 
TGIC_4 190 H’000006F8 DTCERB1 
TGID_4 191 H’000006FC DTCERB0 

MTU2_CH4 

TCIV_4 192 H’00000700 DTCERC15 
TGIU_5 196 H’00000710 DTCERC14 
TGIV_5 197 H’00000714 DTCERC13 

MTU2_CH5 

TGIW_5 198 H’00000718 DTCERC12 
TGIA_3S 204 H’00000730 DTCERC3 
TGIB_3S 205 H’00000734 DTCERC2 
TGIC_3S 206 H’00000738 DTCERC1 

MTU2S_CH3 

TGID_3S 207 H’0000073C DTCERC0 
TGIA_4S 212 H’00000750 DTCERD15 
TGIB_4S 213 H’00000754 DTCERD14 
TGIC_4S 214 H’00000758 DTCERD13 
TGID_4S 215 H’0000075C DTCERD12 

MTU2S_CH4 

TCIV_4S 216 H’00000760 DTCERD11 
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起動要因発生元 起動要因 ベクタ番号 DTCベクタアドレス 
オフセット 

DTCE*1 

TGIU_5S 220 H’00000770 DTCERD10 
TGIV_5S 221 H’00000774 DTCERD9 

MTU2S_CH5 

TGIW_5S 222 H’00000778 DTCERD8 
RXI 230 H’00000798 DTCERD7 IIC3 
TXI 231 H’0000079C DTCERD6 
SPRI 234 H’000007A8 DTCERD5 RSPI 
SPTI 235 H’000007Ac DTCERD4 
RXI4 237 H’000007B4 DTCERD3 SCI4 
TXI4 238 H’000007B8 DTCERD2 
RXI0 241 H’000007C4 DTCERE15 SCI0 
TXI0 242 H’000007C8 DTCERE14 
RXI1 245 H’000007D4 DTCERE13 SCI1 
TXI1 246 H’000007D8 DTCERE12 
RXI2 249 H’000007E4 DTCERE11 SCI2 
TXI2 250 H’000007E8 DTCERE10 
RXI3 254 H’000007F8 DTCERE9 SCIF3 
TXI3 255 H’000007FC DTCERE8 

【注】 *1 対応する割り込み要因のない DTCEビットは、リザーブビットとなります。0をライトしてくださ
い。 
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2.2 参考プログラムの動作説明 
参考プログラムの設定内容を表 4に示します。また、動作イメージを図 5に示します。 

表 4 参考プログラムの設定内容 

機能 項目 設定内容 
転送モード ノーマルモード 
転送回数 64回 
転送サイズ ロングワード 
DTCベクタテーブル H’FFF90000（内蔵 RAM）に配置 
転送元エリア 内蔵フラッシュメモリ 
転送先エリア 内蔵 RAM 
転送元アドレスモード 転送後 SARをインクリメント 
転送先アドレスモード 転送後 DARをインクリメント 
起動要因 MTU2_CH0の TGIA_0 

DTC 

割り込み処理 指定したデータ転送終了後、CPUに対して割り込みを許可 
チャネル CH0 
機能 コンペアマッチ出力 
タイマカウント 立ち上がりエッジでカウント、TGRAコンペアマッチでクリア、内部

クロック：Pφ／64でカウント 
動作モード 通常動作（TGRA＝H’0C35、4ms毎トグル出力） 

TIOC1A端子機能：初期出力 0、コンペアマッチでトグル出力 

MTU2 

割り込み処理 TGFAクリア：アウトプットコンペアフラグ Aのクリア 
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MTU2

内蔵フラッシュメモリ（ROM）

転送元エリア
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バ
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DTC転送
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図 5 動作イメージ 
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2.3 使用機能の設定手順 
ここでは、参考プログラムの仕様機能初期設定手順を説明します。 

図 6に DTC初期化フロー、図 7にMTU2初期化フローを示します。 

init_dtc

DTCコントロールレジスタ
（DTCCR）の設定

・・・ 動作モードの選択

転送情報リードスキップおよび

リピート転送後のチェイン転送の許可／禁止の選択

RTS

・・・ DTC初期設定

DTCモードレジスタA
（MRA）の設定

DTCモードレジスタB
（MRB）の設定

DTCディスティネーションアドレス
レジスタ（DAR）の設定

DTC転送カウントレジスタB
（CRB）の設定

・・・ 動作モードの選択

転送モード、転送サイズ、データ転送後のSARの動作を選択

・・・ DMA転送元アドレスの設定

・・・ DMA転送先アドレスの設定

・・・ DMA転送回数の設定

DTCソースアドレスレジスタ
（SAR）の設定

DTC転送カウントレジスタA
（CRA）の設定

DTCイネーブルレジスタB
（DTCERB）の設定

・・・ DTCベクタ（転送情報格納先アドレス）の設定

・・・ 動作モードの選択

チェイン転送の許可（条件）／禁止、転送時の割り込みタイミン

グ、転送モード（リピート、ブロック転送時）、データ転送後の

DARの動作を選択

DTCベクタベースレジスタ
（DTCVBR）の設定

DTCベクタ
（転送情報格納先アドレス）の設定

・・・ DTCベクタベースレジスタの設定

スタンバイコントロールレジスタ2
（STBCR2）の設定 ・・・ DTCへのクロック供給許可：_MSPT4 を"0"に設定（初期値）

・・・ ブロック転送モード時にブロックデータ転送回数の設定

・・・ DTC起動の割り込み要因を選択
MTU2_CH0のTGIA0を起動要因に設定（DTCERBのDTCE15）

 

図 6 DTC初期化フロー 
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init_mtu2

ポートE・IO レジスタL
（PEIORL）の設定 ・・・ 使用する端子（MTU2）の入出力を設定

RTS

・・・ MTU2（チャネル0）初期設定

タイマI/O コントロールレジスタ_0
（TIORH_0）の設定

タイマインタラプトイネーブル

レジスタ_0（TIER_0）の設定

タイマジェネラルレジスタ
A_0TGRA_0

・・・ 使用する端子機能（MTU2）に設定

・・・ TCNT_0の制御
カウンタクリア要因、入力クロックのエッジ、カウンタクロックの

設定

・・・ 割り込み要求の許可、禁止を設定

・・・ チャネル0のタイマジェネラルレジスタAをコンペアレジスタとして
使用設定

・・・ TCNT_0 のカウント開始タイマスタートレジスタ

（TSTR）の設定

タイマコントロールレジスタ_0
（TCR_0）の設定

・・・ TGRA、BとTIOC0A、B端子の機能設定

スタンバイコントロールレジスタ3
（STBCR3）の設定 ・・・ MTU2へのクロック供給許可：_MSPT35 を"0"に設定

割り込み優先レベル設定レジスタ09
（IPR09）の設定 ・・・ MTU2_0（bit15～12）の割り込み優先レベルを設定

ポートE コントロールレジスタL1
（PECRL1）の設定

 

図 7 MTU2初期化フロー 
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2.4 参考プログラムのレジスタ設定 

2.4.1 クロックパルス発振器（CPG） 
表 5に参考プログラムで使用したクロックパルス発振器の設定を示します。 

 
表 5 クロックパルス発振器設定 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
周波数制御レジスタ 
（FRQCR） 

H'FFFE0010 H'0303 STC[2:0] = "B'011": ×1/8倍（Bφ） 
IFC[2:0] = "B'000": ×1/4倍（Iφ） 
PFC[2:0] = "B'011": ×1/8倍（Pφ） 

 

2.4.2 低消費電力モード 
表 6に参考プログラムで使用したスタンバイコントロールレジスタ（STBCR）の設定を示します。 

 
表 6 スタンバイコントロールレジスタ設定 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
スタンバイコントロール

レジスタ 2（STBCR2） 
H'FFFE0018 H'00 MSTP4を"0"に設定：DTCは動作（初期値） 

その他初期値 
スタンバイコントロール

レジスタ 3（STBCR3） 
H'FFFE0408 H'5E MSTP35を"0"に設定：MTU2は動作 

その他初期値 
 

2.4.3 割り込みコントローラ（INTC） 
表 7に参考プログラムで使用した割り込み優先レベル設定レジスタ（IPR）の設定を示します。 

 
表 7 スタンバイコントロールレジスタ設定 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
割り込み優先レベル設定

レジスタ 09（IPR09） 
H'FFFE0C06 H'F000 MTU2_0（TGIA_0～TGID_0）の割り込みレベ

ルを 15に設定 
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2.4.4 データトランスファコントローラ（DTC） 
表 8に参考プログラムで使用した DTCのレジスタ設定を示します。 

 
表 8 DTCレジスタ設定 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
DTCコントロールレジ
スタ（DTCCR） 

H'FFFFCC90 H'00 RRS = 0：転送情報リードスキップを行わない
RCHNE = 0：リピート転送後のチェイン転送

を禁止 
ERR = 0：割り込み要求なし 

DTCベクタベースレジ
スタ（DTCVBR） 

H'FFFFCC94 H'FFF90000 DTCベクタベースアドレスを設定 

 
割り込み要因 TGIA0での DTC転送情報の設定 
レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
DTCモードレジスタ A
（MRA） 

H'FFF90800 H'28 MD[1:0] ="B'00"：ノーマル転送モード 
Sz[1:0] ="B'10"：ロングワードサイズ転送  
SM[1:0] ="B'10"：転送後 SARをインクリメン

ト 
DTCモードレジスタ B
（MRB） 

H'FFF90801 H'08 CHNE = 0：チェイン転送禁止 
CHNS = 0：チェイン転送禁止のため無効 
DISEL = 0：指定転送回数転送後、CPUに対し

割り込み要求 
DTS = 0：ノーマル転送モードのため無効 
DM[1:0] ="B'10"：転送後 DARをインクリメン

ト 
SAR H'FFF90804 - 転送元アドレスを設定 

内蔵フラッシュメモリに配置したデータテー

ブル（TR_DATA[]）の先頭アドレス 
DAR H'FFF90808 H'FFF91000 転送先アドレスを設定 

内蔵 RAMの格納エリア（DTC_RX_ADD）の
先頭アドレス 

CRA H'FFF9080C H'20 転送回数の設定 
32回 

CRB H'FFF9080E H'00 ノーマル転送モードのため無効 
DTCイネーブルレジス
タ B（DTCERB） 

H'FFFE6002 H'8000 DTCを起動する割り込み要因の選択 
MTU2_CH0の TGIA_0を選択 
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2.4.5 マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2） 
表 9に参考プログラムで使用したMTU2（チャネル 0）のレジスタ設定を示します。 

 
表 9 MTU2（チャネル 0）レジスタ設定 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
タイマコントロール 
レジスタ_0(TCR_0) 

H'FFFE4300 H'23 CCLR[2:0] ="B'001"：TGRAのコンペアマッチ／イ
ンプットキャプチャで TCNTクリア 
CKEG[1:0] ="B'00"：立ち上がりエッジでカウント
TPSC[2:0] ="B'011"：内部クロック：Pφ／64でカ
ウント 

タイマ I/Oコントロール
レジスタ H_0（TIORH_0）

H'FFFE4302 H'03 IOA[3:0] ="B'0011" 
TGRA_0をアウトプットコンペアレジスタに設定
TIOC0A端子をコンペアマッチでトグル出力に設
定（初期"0"出力） 

タイマインタラプト 
イネーブルレジスタ_0
（TIER_0） 

H'FFFE4304 H'01 TGIEA = 1:TGFAビットによる割り込み要求
（TGIA）を許可 

タイマジェネラルレジス

タ A_0TGRA_0） 
H'FFFE4308 H'0C35 4msごとにトグル出力 

（Pφ：50MHz、TPSC：Pφ/64） 
タイマスタートレジスタ

（TSTR） 
H'FFFE4280 H'01 CST0 = 1：TCNT_0はカウント動作 
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3. 参考ドキュメント 
• ソフトウェアマニュアル 

SH-2A/SH2A-FPUソフトウェアマニュアル 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください） 

 
• ハードウェアマニュアル 

SH7216グループ ハードウェアマニュアル 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください） 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 



 

 

改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2010.04.23 — 初版発行 
1.01 2010.06.25 — FRQCR設定方法変更に伴うソースプロジェクト修正 

    
    
    
    
    

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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